
あじさいが最初に植えられたのは、小田原と強羅間に電車が開通した昭和の
初め頃でした。最初は小さな苗木から、職員の手で数を増やしあじさいを育て
てきました。昭和40年頃には、花が咲く頃の登山電車は「あじさい電車」と
呼ばれるようになりました。そんな手づくりのあじさいの景色を、登山電車の
中からゆっくりとご覧ください。侮年6月中旬から7月中旬は沿線の夜間ライト
アップも行います。
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